第2回永平寺町学校給食検討協議会　会議録

日　時　平成２６年１２月４日（木）１９時開会
場　所　永平寺開発センター　　２階　　会議室
会議次第

1． 開会

　　　　出席者　　協議会委員２３名　（内、欠席9名）

　　　　　　　　　宮崎教育長、南部学校教育課長、青木学校教育課参事
2． 会長あいさつ
　

3． 協議事項　　（進行　朝日会長）
①  ・町財政の概要
　　・給食方式について

　　・地場産(永平寺産)食材の活用について

　　②　その他
事務局　  ただいまより、第2回学校給食検討協議会を始めます。朝日会長、挨拶を
お願いします。　　　　　　　　　

会　長　  開会あいさつ
事務局　　次に、前回の検討協議会で、町財政の概要や給食方式のメリット・デメリ

ットについての説明がほしいとの要望がありましたので、学校教育課長よ

り資料の説明をいたします。

学校教育課長　(町財政の概要・給食方式のメリット・デメリットを資料により説明)
会　長　　説明につきまして、何か質問等ありませんか。(質問なし)

では、次の地場産食材の活用についての説明を事務局よりお願いします。

事務局　　学校給食における地場産食材の活用についてのご意見をいただきたい。
　  委員①　　私は、平成15年から、志比小学校に食材を卸しているが、なにぶん露地栽培なので季節によって収穫が違うため、学校からの希望量の対応はなかなか大変です。
　　教育長　　それは、いつの給食の希望量の対応になるのか。
　　委員①　　一か月後の給食に使う量の対応です。前月の25日ごろに次の月の何日にはこの種類で何グラムほしいとのFAXがあります。その時にはあっても
　　　　　　　必要な日にはキャベツなどは割れてしまい、給食に提供できない場合があ

　　　　　　　り、給食への提供には神経を使います。地場産でやろうと思うととても大

変です。

　　  教育長　　現在はこちらの献立の希望によってそちらにお願いしていますが、たとえば、そちらからこんな野菜が採れたが、来月の献立に使えないかとかのやり取りはできないか。
　  委員①　　だいたい、こちらから最高ですと10品目ぐらい出しますが、学校給食に

使われるのは5品目ぐらいです。やはり、献立や栄養価の計算がされてい

るので、全部を給食には使っていただけないです。こちらのほうも、使っ

ていただけると、もっとがんばって作ろう、耕作面積を広げようというこ

とになる。　　　　　　　　

　　教育長　　前回、委員さんから、季節はずれの高い野菜を使わずに、今ある野菜を使

った給食にすればいいというご意見をいただき、今回協議会で議題にあげ

ようということになりました。前回は、学校給食全般についてご意見をい
ただきましたが、この協議会を創った目的は、去年から学校給食無償化事
業を始めて、9,000万円という町費を子供たちに投資している事業で、保
護者の子育てに係る経費の軽減を目的にしていますが、先ほどの事務局側
の説明のとおり町財政に今後負担が来ることになる。そういうことで委員
のいろいろな意見をいただきたいということ、それから、現在やっている
この事業の経費を町民に潤うことに使えないか、また、経費を削減する何
か方法がないかということで今回提案させていただきました。
　給食調理場の方式を変えるとどうかとか、地場産野菜を使うことにより

町おこしになるとかのアイデアをいただきたい。検討協議会で出た意見を

うけ、教育委員会においてこれからの施策に生かしていきたい。そういう

ことで今回はポイントを絞らせていただきました。
　　委員①　　たとえば、学校給食の野菜を集約する農家があればいいのですが。

　　委員②　　委員①のグループとか、まだ町内でいくつかの野菜提供のグループがあり

ますよね。そういうグループが集まって、統一の値段を決めて、連絡網を

つくって学校に提供できないのか。

　　委員①　　なかなか、季節の野菜での対応は難しいが、ジャガイモや玉ねぎなどは可

能だと思う。　　
　　教育長　　たとえば、今すぐには無理ですが、農林課や野菜を作っているグループの

人たちに集まっていただいて少し考えていただくということからスター

トして徐々に提供できる体制にしていける可能性はありますか。

　　委員①　　可能性はありますが、私たちはもうけなどは考えず、子供たちにたべても

らいたい気持ちだけで提供していますが、それでは業者さんとの摩擦が起こることがありそれが難しいです。

　　教育長　　確かに、地元の業者をつぶすわけにもいかないですしね。それと、形がと

うしてもばらばらになり調理員が苦労はします。

　　委員①　　最初のころは、よく調理員さんから言われました。ただ、地場産を使うこ

　　　　　　　とが言われるようになってからはそのことについては調理員さんたちに、

　　　 理解していただいてます。

　　教育長　　たとえば、話がうまく進んで、グループ全体で学校給食供給組合的なもの

　　　　　　　を創って、皮をむいたり下処理をして学校へ供給することはできないか。
　　委員①　　衛生上の問題で、大根のしっぽを切ったり、ねぎの根っこは取らないとい

　　　　　　　うことがあるのでなかなか難しい。

　　会　長　　いろいろなご意見ありがとうございました。他の委員の方で、何か違った

　　　　　　　ご意見ありませんか。

　　委員③　　議会の質問の答弁の中で、学校給食について、この検討協議会で検討をし

ているとあったが、２回程度しか開催できなかったのが残念です。私たち

は１年任期なので今日が最後だと思いますので、意見を述べさせていただ

くと、9,000万円かかるものをコストダウンするには、保護者が学校給

食の現状についてどの様に考えているか把握し、検討協議会をもっと知ってもらったらよい。また、この会に、現場の調理員や栄養士がいないので

現場からの意見とかを聞けないのが残念。まずは、9,000万円のコストダウンをしていって、最終的にこれ以上コストダウンできないとなった時に

保護者に給食費をお願いする結論を出せばよい。それまでに、たとえば
志比北小学校の給食を上志比給食センターから配送させて、そこでどれだけのコストダウンがでるか、また、先ほどの野菜のように、仕入れの一元化が必要で、それには、メニューの一元化も必要で、そうすれば、町全体で必要な量が解り、無駄がないと思う。いろいろやってみたらいいと思う。
　　会　長　　ありがとうございます。

　　教育長　　校長先生にお聞きしますが、メニューの一元化が出来ないのはなぜだと思

いますか。
　　校　長　　すべての調理場が全く同じ調理ができる設備が整っていればいいが、ばら

つきがあった場合、整っていない調理場に合わせるしかないようになる。
調理設備に差があると、作れないメニューが出てくる可能性がある。

フライヤーがない学校は揚げ物が出来ないなどです。だから、統一メニュ

―にするなら、設備も均一に揃えないといけないということになる。

　　教育長　　3人の栄養士が、1カ月づつ交代でメニューを創れば、他の仕事が出来て
　　　　　　　いいのではないかと思うがどうですか。

　　委員③　　できないことはないと思うが。

　　校　長　　物理的にはできないことはないが、学校としては学校行事に合わせたメニ

ユーがありがたいです。

　　会　長　　ありがとうございました。他に、何かご質問や意見ありませんか。

　　委員④　　質問なんですが、給食センター方式と親子方式との違いはなんですか。

　　教育長　　永平寺町全部の給食を1か所で作り配送するのがセンター式、また、たと
えば、永平寺中で志比小学校分も調理し配送するのが親子式というもので
す。

　　委員④　　親子式で、食数の少ない志比北小学校から順番にやっていけば、コストも
下がりそうですね。ただ、思うに、給食の方法とか、食材をどうするかと

かしても精々1割2割程度の削減の話だと思う。6年後には財政が厳しく

なるのでどうにかするという話であるなら、やはり給食無償化のところ

に踏み込まなければ解決しないと思う。正直なところ、無償化をやめれば

いいと思う。PTAの役員会で何人かに話を聞いたが、エアコンの方をし

てほしいという意見が多い。給食無償化を急に止めるというのが難しいな

ら前回話に出た、2人目以降から無償化にするとかすればよい。やり方や

食材の話も大事だか、それでこれだけの削減はできないと思う。
　　会　長　　ありがとうございました。

　　教育長　　補足ですが、来年エアコンは付きます。給食無償化関係なく付きます。

　　委員⑤　　無償化に関しては、頭打ちに来ていると感じます。永平寺町においては

　　　　　　　1人っ子は少ないと思うので、2人目以降無償化ではなく、半分にすると

　　　かが良いのではないか。給食センターでするのと、自校式でするのとでは、

人件費等ランニングコストはどちらが安いのか試算してみるのも1つの

方法。また、町が畑を用意し、シルバー人材センターに作物を作ってもら

うとかどうですかね。
　　会　長　　ありがとうございます。幼児園を代表して委員の方何かお願いします。

　　委員⑥　　私は上志比地区なので、元々、給食センターの給食しか知らないので、

　　　　　　　自校式のことは解らないが、そんなに給食が悪かったという感じはなかっ

　　　　　　　た。人件費で1億円と全体の半分を占めている。自校式・親子方式の方が
　　　　　　　人件費の削減にはなると思う。何年か先ではなく、何十年か先を考えると

　　　　　　　大きな給食センターを造った方が将来的には良いのではないか。

　　委員⑦　　給食無償化がこのままという訳にはいかないという思いは、こういう会議

に出ている皆さんは持っていると思うが、会議の情報を知らない一般の人

達が納得してもらうには、何かしらのコストダウンの方法を示した方が
良いと思う。

　　会　長　　他に意見をお願いします。

　　委員⑧　　出来る出来ないは別にして、10校を、上志比地区は給食センターで、永

平寺地区、松岡地区は親子式にし、3つの施設にして、人件費・設備費の

集約化をはかり、献立を統一化し、仕入れを一元化して3地区に配布する。
そのようなことをシュミレーションしてどの組み合わせが良いかを考え

てはどうか。
　　会　長　　ご意見ありがとうございました。

　　委員⑨　　まず、財政が厳しいというお話ですが、どのくらいにコストを抑えたら

財政的にやっていけるのかここで話し合っていても進まないので、少しづ

つ考えていることをやってみて数値を出してみるのはどうか。また、PTA

とかに、このように協議会で話し合っているということを周知したほうが

よいと思う。

　　会　長　　ほかにご意見等ありませんか。

　　委員⑩　　給食の一元化ということを土台にしながら、何かやってみるとコストダウ
ンになるものが見えてくるのではないか。それと、やはりこの場に、栄養

士とか、調理員がいないということは、先ほどからの話の地場産の食材等
の使い方についてなど話が進んでいかないように思う。この場にいて、皆

さんの意見等を聞いてもらうことで、納得して地場産の食材を使ってもら

えるようになるのでないかと思う。以上です。
　　委員⑪　　私も、皆さんの意見と大体同じですが、この前のニュースで、大阪の給食

で冷えたものが出てきて子供たちが残してしまうということを言ってい

たが、子供たちにとって、給食は学校生活の中でとても楽しみな時間だと
思うので、コストを下げることで大阪のようなことにになってほしくはな

い。私は自校式の給食しか食べたことがないので、センター方式の給食も
食べてみたいなと思う。それと、給食費の無償化については、私は前から

反対というのではないが、自分の子供が食べる給食なのだから親が出すべ

きだと思っている。小中学校の役員会などでも「なんで給食費が無償化に

なったんだろうか」という話しがでます。

　　会　長　　貴重なご意見ありがとうございました。今日はいろいろなご意見をいただ

きました。財政が豊かであれば何の問題もないが、将来の財政難を考え
ますと、真剣な問題と思っています。皆様のご意見も集約して改善等を

実現していかなければと思います。

　　教育長　　少し補足をさせていただきますが、給食費無償化は、永平寺町に人を呼び
こむ一つの目玉として「子育てにやさしい町、永平寺町」としてはじめた。

学校給食費無償化というのは子供ができたら永平寺に住んでみたいと
　　　　　　　いうようなことへのインパクトが結構ある。そういう意味で活用していき
たいという意見があります。
町の財政を何に使うかという選択肢で、ここ２．３年は、大きな事業があ

り、また交付税も減額になるという危機的な状況にはあるが、いろいろや

りくりはできると思う。町も、どこにお金を使っていって町民の方に永平

寺町に住んでいてよかったと実感してもらえるかということを選択して

います。今回もこの無償化に対して、「そこまでしなくていいよ」とか

「やはりありがたいよ」など立場によっていろいろ意見はあると思うが、

そんな意見をお聞きしながら、方向性を探っていく材料にしていきたいと

思っています。ご意見を持ち帰りまして、町としても検討して今後に向け

ていきたいと思います。それと、コスト削減をしても、給食の質を落とし

てはいけないというのは絶対ですので、質を落とさずに無駄を省いて何か

できないかということを皆さんからの意見を精一杯考えながらしていき

たいと思っています。

　　　会　長　ほかにご意見はありませんか。
　　　委　員　私は、基本的に暖かいものを提供できる給食であってほしいと思う。

　　　　　　　永平寺町の子育てとか教育面で力を入れているところを進めるためにも

　　　　　　　コスト削減も大事だけど、一番には、暖かい給食を食べれる学校のある永

平寺町であってほしいと思います。
　　　会　長　ほかにご意見有りませんか。
　　　委　員　今まで出た意見ですが、検討した結果などはまた会議で報告してほしい。次の役員に引き継ぐ資料としたい。意見だけ聞いて、「はい検討します」　
　　　　　　　だけでは次の話に行かないので、資料を出していただいたり、前回の会議録などがあると、流れがわかり次の会議などがスムーズにいくのではないかと思う。
　　　会　長　ご意見ありがとうございました。確かに積み重ねていかないとだめですね。
　　　教育長　これは、かなり大きい課題なので、数字的な概算はすぐにでもお示しでき
ても、実際のところについては、かなり難しいです。教育委員会としては、
今回いただいた意見を基に、２７年度中に一元化等に向かっていろんな人
と相談して、立ち上げは可能か検討したい。ただ、人件費等いろいろ試算
をすることは結構な期間をいただいての検討になると思う。
　　　委員　　私たちも、すぐに結果が出てくるとは思っていませんが、少しづつでもそ

の都度結果をフィールドバックしてもらうと、結果をみて、ダメであれば
次の方向に試して進んでいけると思う。

　　　教育長　こちらとしては、いただいた意見を前向きに捉えて、２７年度出来るとこ

ろから少しづつ検討していって、もし親子式でできるのであれば２８年度

にはやっていくとか、そういう方向で考えていきたいと思う。

　　　　　　　合理化案としては有効だと思う。一時期、自校方式からセンター方式に切

　　　　　　　り替えようという時代があったが、食育推進により自校給食に戻る傾向が

　　　　　　　あるが、本当に財政面を考えると合理化していったほうが安くなる。私た

　　　　　　　ちとしても、合理化していくべきなのか、少々お金がかかっても今のまま
　　　　　　　の教育環境を維持していくのか決めかねるところです。
　　　会　長　今回、皆さんの意見をお伺いしましたが、町として、教育委員会としては
　　　　　　　給食費無償化はしたが、現実的に何年後には財政も厳しくなるので、まず

はコスト削減をできる範囲内で努力できるところは努力し、他の市町を参
考にできるなら数字を示し、まとめて形にしていっていただきたい。
子供は家庭の宝、地域の宝、国の宝です。育てていかなければなりません。

この会議の大体の集約として、保護者の皆さんは、無償化はありがたいけ
ど、財政が厳しくなったら、努力した後なら戻してもかまいませんよとい
うご意見ですし、また、町としてはできる範囲内でやっていきたいが、将

来的なことについては見通しがつかないということでよろしいでしょぅか。できましたら、会議の内容と、わかる範囲内の資料をつけて、もし会議が開ければその時にお示しするなど、次の方へのバトンタッチをスムーズにしていただくことをお願いします。

　　　事務局　委員の皆様、今日はありがとうございました。ここで、教育長から閉会のご挨拶をいたします。

　　　教育長　この話し合いで出された意見は、もしできれば、ホームページなどで公表

していきたい。この会議に参加したものだけが解るのではなく、この検討
協議会では、こんなことが協議され、将来に向けてはこんなことを提案しているんだ。また、教育委員会としては今後こういうことを進めて行くんだということをまとめたいと思います。
皆様には、急にこのような内容でお集まりいただき、ご意見をいただきま

した。本音を言いますと、町長さんも替わられて、現町長としても前町長

から継続していく事業で負担も大きいということで、町民の皆さんがどん

なことを考え、どんな意見をもっておられるか知りたい、特にお子様をお

持ちの保護者の代表とか、地域・学校協議会の直接子供たちに関わってお

られる方に集まっていただき、率直な意見を挙げてもらったらどうかとい

うことで選任をさせていただいて今日の会議に至っております。
　今日は、いろいろな意見をいただきましたし、将来につながる意見ばか

りでした。先ほども言いましたが、教育委員会としては前向きに捉えて、できることから少しづつにはなりますが取り組んでいって、そして、子供たちがおいしい給食だといって、また永平寺町でよかったと実感できるようなそういう政策を進めていきたいと思います。ただ一点、気がかりなことは、保護者の皆様も子供たちも、最初はありがたいと思っていたことも
だんだん年数が経っていくと、あたりまえになっていくので、いつまでも

感謝の気持ちを忘れずに、みんな税金を払って子供たちに使っているんだということだけをずっと意識ができるような、そういう政策としていきたいと思います。そういうことも含めて、今後学校給食がますます良くなっていくように私たちも頑張っていきますので、今後ともご協力いただきますようお願いします。ありがとうございました。

　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉　会　　２１時１５分
